[t-cross]と同等の役割をするusrtally.fの例題

領域横断イベント情報を全て[t-userdefined]のfileで指定したファイル(userdefined.out)に書き出します。そのファイルの最後に書き出される「Total Flux (1/cm^2/source)」が，1ヒストリ当たりの全フルエンスとなります。この値がcross.outのsum overと一致するようになっています。

[t-cross]はncol=10もしくは12で起動します。ただし，ncol = 12はescape粒子（横断後の領域が外部ボイド）であることを意味するので，この例題では除いています。

costhaはcosθ（θは横断面と粒子の角度）を表しており，フルエンスを計算する場合は，この値で割る必要があります（[t-cross]のoutput=fluxに相当）。
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dedxは，水に対するLET(keV/μm)を表しています。ただし，正しくLETを出力するためには，物質1を水で定義する必要があります。

特定の粒子や横断面でのフルエンスを計算したい場合は，粒子kfコード”ktyp”や面番号”idsn(nsurf)”に関してif文で条件を付けてください。

